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私は5歳の時長崎で被爆しました。一人の被爆者として、委員の皆さんに、原爆が人間に何をもたらしたのかを直視し、原爆症認定制度の在り方について被爆者の立場＝人間の立場から検討していただくことを願って、発言いたします。
　
資料１と２を見てください。１は被爆２日前の長崎の爆心地一帯、２は被爆３日後の同地です。原子爆弾は一瞬に長崎の街を跡形もない廃墟に変えました。広島についで、誰もが経験したことのなかった恐るべき破壊、人類の滅亡を予知させる破壊です。
1945年 8月 9日11時02分、私は母親と一緒に、旭町（爆心地から約 2km）の路上にいました。突然飛行機の爆音を聞きました。飛行機が飛び去った方向を見上げようとしたとした瞬間、ピカッと全身に光を浴び、ドーンと衝撃を受け、跳ね飛ばされ気を失いました。われに返った私は母に抱かれて稲佐岳の中腹にある防空壕に逃れました。

壕の中で地べたに横たわっていた私たちを見つけ出したのは姉の昭代（三姉）でした。真っ暗な壕の中でマッチの明かりで見つけ出すことができました。そこには多くのけが人と一緒に、幸子（四姉）と私と母が横たわっていたのです。母の顔は見るかげもなく、火傷でふくれ上っていて、それをみた姉は、泣くまいと思っても涙の出るのを押さえることができませんでした。母の顔の様子は見たものにしか分からないような、想像もできないひどさでした。母は胸と両手も火傷していました。私も顔半面と胸を火傷していました。私の火傷ははじめたいしたことはないと思われましたが、二日目頃から化膿しはじめ、熱が40度近くにあがりました。

　資料３と４を見てください。
長崎の被爆地図と航空写真です。地図・写真のＡが爆心地、Ｂが私の被爆地です（爆心地から約2ｋｍ）。
地図上の赤い線は、その日と翌10日に私たちの家族が避難のために通った道筋です。写真では浦上川右岸沿いの細い道です。上半身火傷の母はまったく身動きできず、戸板に乗せられていました。左顔半面火傷の私はふらふら、裸、籠で運ばれました。道すがら目に入ってきたのはゴロゴロ横たわる死体と水を求める人、人、人ばかりでした。姉は、救いを求める人々に「ご免なさい、ご免なさい」と心の中で詫びながら、ただただ黙して歩くだけだったと申しております。
地図上の青い線は、同じ10日、山端庸介さんが写真を撮りながら通った道です。写真では白く、くっきり写っている大きな道です。山端さんは多くの写真を残していますが、今日は５枚だけ見ていただきます（資料５、①から⑤）。
①は目覚町で身動きできずに横たわっている負傷者です。②は浦上駅のプラットホーム、亡くなった母と子です。③は爆風で吹き飛ばされた電車と乗客の死体です。④は爆心地付近で焼死した少年、⑤は死体が転がったままの爆心地付近です。私が目にした光景そのものです。
　原爆は人間に何をもたらしたか。日本被団協の『原爆被害者の基本要求』から抜粋します。
「原爆がもたらしたもの
　原爆は、広島と長崎を一瞬にして死の街に変えました。
　赤く焼けただれてふくれあがった屍の山。眼球や内臓のとび出した死体。黒焦げの満員電車。倒れた家の下敷きになり、生きながら焼かれた人々。髪を逆立て、ずるむけの皮膚をぶら下げた幽霊のような行列。人の世の出来事とは到底いえない無残な光景でした。
　わが子や親を助けることも、生死をさまよう人に水をやることもできませんでした。人間らしいことをしてやれなかったその口惜しさ、つらさは、生涯忘れることができません。
　いったんは死の淵から逃れた人も、また、家族さがしや救援にかけつけた人たちも、放射能に侵され、次々に髪が脱け、血をはいて、たおれていきました。」
　　原爆が投下されたその時、父は片淵町に居ました。金毘羅山の陰と家の中であったため熱線は浴びていません。私は翌日疎開した後、ほとんど長崎の町に入っていませんが、父は毎日爆心地を通って、疎開地の道の尾と住んでいた旭町の間を行き来していました。原爆の影響、放射線の影響は私より父の方がひどかったと肌で感じています。父は被爆25年後、目じり、鼻、歯ぐき、爪のあいだから血が滲み出る当時原因不明の病気で亡くなりました。長崎大学の求めで内臓は寄贈しています。今も残っていると思います。この奇病が原爆に無関係だとはどうしても考えられません。被爆者の放射線による健康被害は、初期放射線のみではありません。むしろ残留放射線、内部被爆の影響が大きいというのが私の実感です。
　被爆者のつらい思いは、日がたてば小さくなり、消えるものではなく、かえって大きくなるものです。
　1952年、アメリカの占領から解放された直後に『朝日グラフ』が原爆特集号を出し、「被爆者は必ず白血病で死ぬ」「被爆者は奇形児を生む」とうわさがひろまりました。ショックでした。私が被爆者であることをはっきりと意識したのは、そのときでした。　私は1973年に結婚しました。長い間被爆者であることを隠し続けた私も、この頃は被爆者は結婚し子どもを生まなければならないと思うようになっていました。それは人間が原爆に負けない一つの証と考えたからです。妻は被爆者問題に関する本を読み、私が被爆者であることを認め結婚に踏み切ってくれました。しかし妻の兄は「被爆者との結婚は許さない」と反対しました。式にも出席してくれませんでした。娘が五体満足で生まれた時はほっとしました。娘は、幼児期よく鼻血を出しました。それも大量にです。私が被爆したためではないかと気が気ではありませんでした。元気になった今でも、不安がなくなったわけではありません。娘は昨年結婚することができました。ほっとしました。同時に、婚約が整った後、急に不安になりました。反対されないか、無事結婚できるかという不安です。こんな不安にさらされるとはまったく想像していませんでした。とにかく早く結婚式が無事終わるようにと祈るだけでした。　
身近な被爆者である同じ日本被団協の事務局次長児玉三智子さんは訴えています。彼女の言葉をみなさんにお伝えします。「私は、広島、3．5ｋｍで被爆しました。結婚のとき被爆者であるということで反対されました。私だけでなく娘の結婚も反対されました。差別や偏見に耐え、乗り越えて今日を迎えていますが、悩みは尽きません。戦後に生まれた弟は多発性骨髄腫で治らないと宣告されています。娘はつい先日、外耳のがんを手術したばかりです。13時間に及ぶ手術でした。子供ができたとき、産んでいいか迷いました。夫と相談して産みました。いま産んだためにこんな苦しみを与えていると、私を責めています。原爆が被爆者に与えた被害は何かまだ分かっていません。被爆者を通してしか解明されません。被爆者はモルモットです。科学的知見などとあげつらうのではなく、被爆者その人から学んでほしい。それが私の願いです」。
　基本要求も述べていますが、被爆者の苦しみは「被爆者であること」それ自体です。委員のみなさんが、原爆が人間に何をもたらしたかと真っすぐに向き合い、原爆症認定制度の在り方を検討されることを期待して、私の発言をおわります。
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